


NEWS RELEASE


平成１８年４月１９日
ＴＢ０６－１３９
	キノコ事業における㈱雪国まいたけとの業務提携に関する

基本合意について


タカラバイオ株式会社（社長：加藤 郁之進）は、株式会社雪国まいたけ（以下「雪国まいたけ」）との間で、キノコ事業において業務提携を行い、その関係強化を図ることで基本合意いたしましたのでお知らせします。
1． 業務提携の趣旨

当社は、雪国まいたけに当社保有の「ぶなしめじ」の菌株についてライセンスアウトを行い、雪国まいたけが既に「ぶなしめじ」の製造販売を行っておりますが、今般、その関係を強化することを通じ、当社が保有するきのこ菌株の研究開発力・栽培技術力と、雪国まいたけの大量生産技術力及び全国販売網を相互に有効活用し、きのこの新たな市場形成とともに、相互の企業価値向上を実現するために業務提携を行うことといたしました。
2． 業務提携の内容
個別の具体的な内容は、今後両社の協議により決定いたしますが、現在検討を進めている内容は以下の通りです。

（1） 当社及び子会社の瑞穂農林株式会社が生産するハタケシメジの雪国まいたけによる販売
（2） 当社が生産するホンシメジの雪国まいたけによる販売

（3） 当社が開発したハタケシメジ及びホンシメジの雪国まいたけによる生産及び販売
（4） その他両社の協議により合意した菌種の生産及び販売

3． 業務提携の日程
平成18年4月19日
「きのこ事業の業務提携に関する基本合意書」締結
平成18年6月30日迄
「業務提携契約書」締結（予定）
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、４月１９日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【株式会社雪国まいたけの概要】

所在地：
新潟県南魚沼市余川８９番地
代表者：
大平　喜信
設立時期：
1983年7月
資本金：
16億521万円（2006年3月31日現在）
従業員数　　1,337名（2006年3月31日現在）

事業概要：
きのこの人工栽培・加工・販売
【瑞穂農林株式会社の概要】

所在地：
京都府船井郡京丹波町保井谷三ッ枝38番地
代表者：
仲尾　功一
設立時期：
2001年7月
資本金：
1,000万円（2006年4月1日現在）
出資比率：
タカラバイオ49％、京丹波町41％、瑞穂町森林組合10％
従業員数：
66名（臨時従業員を含む）（2006年4月1日現在）

事業概要：
同社は、林野庁の補助事業である平成１３年度 地域林業経営確立林業構造改善事業として、設立・工場建設され、ハタケシメジの生産販売を行っている。
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